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研究成果の概要（和文）：LiPO3ガラスに温度勾配をかけた時、熱起電力が生じ高温側が正に帯電することを確
認した。また、平均温度が高くなるにつれて、生じる熱起電力が小さくなる傾向を確認した。実験結果をもと
に、ソレー効果の機構を熱起電力と各種パラメータ間の関係式を用いて考察したところ、Liイオンの拡散機構と
して、イオンが初期状態の安定位置から抜け出すエネルギーよりも、入り込むための空孔を形成するために要す
るエネルギーの方が大きい可能性が示唆された。これがソレー効果の発現と熱起電力の発生に寄与していると考
えられる。

研究成果の概要（英文）：We observed the thermoelectric power when appling the temperature gradient 
on the LiPO3 glass sample. The absolute value of the thermoelectric power decreases with increasing 
the average temperature of the sample. Considering with the relationship between thermoelectric 
power and activation energy of diffusion, the results suggests that, during diffusion, the energy 
for a Li ion to insert into a lattice site is larger than that to get out a lattice site, which will
 be the origin of Soret effect and thermoelectric power.   

研究分野： ガラスおよびガラス融液の科学

キーワード： ガラス

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
近年電解質溶液におけるソレー効果により、イオンが熱拡散し熱起電力が発生することが確認されている。例え
ばPEO-NaOH溶液に温度勾配をかけることで熱起電力が発生したと報告例が挙がっている。一方、本研究成果は固
体材料であるガラス材料において、ソレー効果によって熱起電力が発生することを示すとともに、その機構につ
いて一端を明らかにした点で意義がある。








